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「先生／こんなに大きなあいもが…」

秋晴れの一日、春に苗を栢えだ
拙へ行って、サツマイモ掘りをし
ましだ。
土を手で掘るのは大変でしだガ、

太くて赤いイモガ顔を出しだ時に
は、思わす声ガ出ましだ。掘っだ
イモは、大事に袋へ入れましだ。

事 ＊体験を通して学ぶ PartII 
ー感性をはぐくむ、体で感じ考える一

＊心を一つにしてがんばった

幼稚園・小学校運動会

な＊昌平の校・園章と

記 校歌が決まりました

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。
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幼
稚
菌
・
小
学
校
が
新
だ
な
出
発
を
し
て
約
八
ガ
月
、
日
々
充
実

し
だ
教
育
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

九
月
の
最
終
巳
曜
日
、
七
校
（
園
）
で
、

一
斉
に
大
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
だ
。
子
供
達
に
と
っ
て
は
、
新
だ
な
小
学
校
（
幼
稚
薗
）

に
な
っ
て
、
全
員
で
取
り
組
む
最
初
の
行
事
で
し
だ
。

例
年
に
な
く
秋
雨
の
続
く
中
、
幸
い
に
も
快
晴
に
恵
ま
れ
ま
し
だ
。

各
校
（
園
）
と
も
、
新
鮮
昧
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
く
み
、
全
幼
児
・

児
童
ガ
心
を
―
つ
に
し
て
、
競
技
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
だ
。
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幼稚園

感性をはぐくむ
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昌平幼稚園園章

小学校に準じ、幼稚

園らしく双葉（若い

葉）を入れた。

昌平小学校校章

「昌平」の文字を図

案化し「昌」を中に

入れ、まわりを「平」

の文字で囲んだ。

（デザイン 五島治雄氏）

昌平小学校校歌
「あの橋を超え、あの坂を超え」

閲 小 椋 佳
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昌
平
小
学
校
・
幼
稚
園
に
あ
い
て
は
、
昌
平
協
議
会
の
中
に
校
（
園
）

歌
・
校
（
園
）
章
等
制
定
委
員
会
を
設
置
し
、
「
広
報
干
代
田
」
に

募
集
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
し
て
、
校
・
薗
歌
あ
よ
び
校
・
園
章
の

公
募
を
行
っ
て
き
ま
し
だ
。

校
・
園
章
に
つ
い
て
は
、
公
募
作
000
の
中
か
ら
採
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
だ
が
、
校
・
園
歌
は
専
門
家
に
依
頼
す
る
こ
と
と
な
り
、

地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
詞
家
・
作
曲
家
と
い
う
こ
と
で
、
校
歌
に

I
i
l
ぐ
ら
け
い

つ
い
て
は
黒
門
町
生
ま
れ
の
I
J
椋
佳
氏
に
、
園
歌
に
つ
い
て
は
干
代

き

む

ら

り

ひ

と

田
区
在
住
の
木
村
利
人
氏
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
だ
。

こ
の
だ
び
、
こ
の
う
ち
校
歌
と
校
・
園
章
が
決
定
し
、
去
る
十
一

月
二
十
一
日
の
学
芸
会
に
あ
い
て
、
披
露
さ
れ
ま
し
だ
。
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昌

平

小

学

校

校

歌

「
あ
の
橋
を
超
え
、
あ
の
坂
を
超
え
」
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阻
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犀

平

記

如

元
気
な
声
が
響
い
て
く
る
よ

警

ぃ

齊

如

っ

て

く
る
よ

す

あ
そ

す

学
ぶ
こ
と
が
好
き
遊
ぶ
こ
と
が
好
き

可
ば
ら
し
い
友
達
大
好
き

•
l
.
9

み
が
か
・
さ

き

た

心
を
磨
き
体
を
鍛
え

は

し

こ

さ
か

こ

あ
の
橋
を
超
え
あ
の
坂
を
超
え

し
え
へ
い

ゆ

n

ゅ

昌
平
の
夢
か
な
え
に
行
こ
う

急
速
な
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
だ
め
の
学

習
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
学
習
の
場
も
、
校
（
園
）
〈
吉

内
か
ら
学
区
域
へ
、
更
に
、
地
域
の
市
街
地
や
各
種
施
設
、
公
園
、
野
山
へ
と

広
が
つ
て
い
ま
す
。
学
習
内
容
・
方
法
も
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

各
学
校
（
園
）
で
は
、
子
供
の
発
達
段
階
に
応
じ
、
体
験
を
重
視
し
だ
適
切

な
学
習
活
動
を
工
夫
・
実
践
し
て
い
ま
す
。

「

こ

や

ぎ

と

狼

」

に

心

と

き

め

く

今
年
の
合
同
子
供
会
は
、
グ
リ
ム
箪
話
「
狼
と

七
匹
の
こ
や
ぎ
」
の
人
形
劇
で
し
た
。

十

一
月
十
二
日
、
千
代
田
区
公
会
堂
に
集
ま

っ

た
幼
児
達
は
、
自
分
が
登
場
人
物
に
な
り
き

っ
た

よ
う
に
夢
中
に
な
り
、

一
喜

一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
劇
か
ら
、
親
の
愛
情
の
深
さ
を
感
じ
取
る

と
と
も
に
、
自
立
す
る
心
や
善
悪
の
判
断
の
大
切

さ
を
意
識
し
て
い
き
ま
す
。

二
、
窟

知

釦

犀

究

邸

儲

胴

尉

輝
く
理
想
探
し
て
い
く
よ

叡
ガ
な
似
印
て
て
い
く
よ

す

た

n

す

習
つ
こ
と
が
好
き
試
す
こ
と
が
好
き

ぉ
し

つ
く

す

想
う
こ
と
創
る
こ
と
が
好
き

．ご
ろ

み
が

か
ら
ビ

き
た

心
を
磨
き
体
を
鍛
え

は

し

こ

さ

ヵ

こ

あ
の
橋
を
超
え
あ
の
坂
を
超
え

し
え
へ
い

ゆ
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ゆ
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は

し

こ

あ
の
橋
を
超
え

感

じ

た

こ

と

を
形

に

表

現

十

一
月
十
日
か
ら
三
日
間
、
千
代
田
九
段
小
学

校
に
お
い
て
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
連
合

作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
の
作
品
は
、

幼
児

一
人

一
人
が
見
た
こ
と
．
感
じ
た
こ
と
・
考

え
た
こ
と
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
平
面
や
立
体
に
表
現

し
、
そ
れ
を
園
ご
と
に
構
成
し
て
あ
り
ま
す
。

制
作
の
過
程
や
展
示
物
の
鑑
賞
を
通
し
て
、
感

動
を
他
の
幼
児
や
教
師
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

n
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さ
か

こ

あ
の
坂
を
超
え

に
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▲田代交友会のおじさんの指導の下に

田
代
交
友
会

▲「さようなら…」

嬬

恋

の

人

々

と

の

交

流

を

行

い

ま

す

嬌
恋
村
に
は
小
学
校
が
五
校
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
嬬
恋
村
教
育
委
員
会
や
地
域
の
方

方
が
、
こ
の
自
然
体
験
交
流
教
室
を
支
援

し
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。
千
代
田
区
の

八
校
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
。

千
代
田
麹
町
小
学
校

一只
小
学
校

千

代

田

九

段

小

学

校

西

小

学

校

お

茶

の

水

小

学

校

鎌

原

小

学
校

千

代

田

小

学

校

田

代

小

学

校

昌

平

小

学

校

干

俣

小

学

校

千
代
田
番
町
小
学
校
ー
＇

千
代
田
富
士
見
小
学
校

和
泉
小
学
校

▲農園主にリンゴ栽培の工夫を聞く
J…·—."_―』’―-、

▲収穫したイモ をゆで、みんなで食べる

▲キャペツの苗を植える
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Ji 
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▲秋の野山をスケッチ

教

科

の

学

習

を

現

地

で

行

い

ま

す

五
年
生
の
社
会
科
で
は
、
日
本
の
産
業

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
農
業
に
つ
い
て

は
、
そ
の
現
状
と
、
生
産
を
高
め
る
工
夫

や
国
民
生
活
を
支
え
る
食
料
生
産
の
意
味

小学校

体で感じ考える

一艤葦印＄体験交櫨覆室一

一、

つ
ま
ご
い

群
馬
県
嬬
恋
村
に
お
け
る
自
然
体
験
交
流
教
室
は
、
こ

れ
ま
で
三
年
間
、
試
行
的
に

一
部
の
学
校
で
実
施
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
、
小
学
校
八
校
で
完
全
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

五
年
生
全
員
が
参
加
し
、
教
室
を
野
外
に
移
し
て
、
社

会
科

・
理
科

・
図
画
工
作
等
、
教
科
の
総
合
的
な
学
習
を

行
い
ま
す
。

嬬
恋
村
は
千
代
田
区
の
姉
妹
都
市
で
す
。
児
童
は
村
の

人
々
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
調
べ
、
考
え
ま
す
。

農
業
生
産
は
、
地
形

・
気
候
な
ど
の
自

然
環
境
や
、
労
働
力
、
消
費
等
と
深
く
関

係
し
ま
す
。
そ
れ
を
嬬
恋
村
の
キ
ャ
ベ
ッ

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の

生
産
と
い
う
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て
調

・,. 

べ
、
考
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

農
業
以
外
の
産
業
に
つ
い
て
も
学
習
の
仕

方
が
身
に
つ
き
、
主
体
的
な
学
習
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

理
科
の
植
物
の
成
長
や
浅
間
山
な
ど
の

大
自
然
の
中
で
の
観
察
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
こ
の
体
験
が
児
童
の
学
習
に
対
す
る

関
心

・
意
欲
を
高
め
ま
す
。

春

と

秋

の
二

回

実

施

し

ま

す

山
項
に
雪
の
残
っ
て
い
る
五
月
と
、
紅

葉
の
美
し
い
十
月
に
現
地
学
習
を
行
い
ま

す
。
春
の
種
ま
き
や
苗
植
え
、
秋
の
収
穫

や
畑
の
整
理
、
自
然
と
触
れ
合
う
様
々
な

活
動
は
、
東
京
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
で
す
。

人
間
の
生
活
が
、
自
然
と
深
く
か
か
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
ず
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
児
童
に
考
え
る
索
材
を
提

供
し
て
く
れ
ま
す
。

▲トウモロコシの種まき（春）

嬬

恋

に

行

っ

て

五
年

宝
居

篤
子

私
は
、
五
年
生
に
な
っ
て
、
儒
恋
に
行

き
ま
し
だ
。
春
に
は
、
田
代
小
の
人
達
と

友
達
に
な
り
ま
し
だ
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
苗
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
桓
え
ま
し
だ
。
そ
の
後
、

田
代
の
友
達
と
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
を
し
ま

し
だ
。
と
て
も
楽
し
ガ
っ
た
で
す
。
帰
る

時
、
バ
ス
の
窓
か
ら
手
を
い
っ
ぱ
い
ふ
っ

て
別
れ
ま
し
だ
。
私
は
、
「
も
う
少
し
濡

恋
に
い
だ
ガ
つ
だ
な
あ
。
」
と
思
い
ま
し
だ
。

秋
に
は
、
す
っ
か
り
親
し
く
な
っ
だ
田

代
小
の
人
と
再
会
し
ま
し
だ
。
一
緒
に
ジ

ャ
ガ
イ
モ
を
取
り
な
ガ
ら
友
情
を
深
め
ま

し
だ
。
結
食
の
時
に
、
私
達
の
だ
め
に
、

あ
し
ん
こ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
だ
の
ガ
と

て
も
う
れ
し
か
つ
だ

で
す
。
そ
れ
ガ
ら
、
み

ん
な
で
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
し
て
楽
し

み
ま
し
だ
。

私
は
、
自
然
ガ
い

っ
ぱ
い
の
こ
ん
な
さ

ば
ら
し
い
所
で
、
い

い
友
達
が
で
き
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
来
年
、
田
代
小
の

友
達
に
東
京
で
会
え

る
の
ガ
楽
し
み
で
す
。

（
干
代
田
小
学
校
）

平成 5年度

宣橋中

中学校水泳記録会新記録

名 1 氏名 1 記 録

白井 直樹 2分04秒29

平成 5年度 小 ・中陸上競技大会新記録

小．5年女子 千代田
岩崎ふみ子 3.79m 

走幅跳 麹町小

小．6年男子 千代田
入江孝徳 4.54m 

走幅跳 番町小

中．3年男子
一橋中 新井康之 13.83m 

砲丸投

今
年
も
新
記
録
誕
生

中
学
校
水
泳
記
録
会

九
月
七
日
、

一
橋
中
学
校
で
行
わ
れ
た

記
録
会
で
は
、
男
子
自
由
型
で
新
記
録
が

―
つ
誕
生
し
ま
し
た
。

小
学
校
の
水
泳
記
録
会
は
、
雨
天
に
災

い
さ
れ
、
屋
外
の
プ
ー
ル
は
中
止
に
な
り
、

新
記
録
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

小

・
中
陸
上
競
技
大
会

例
年
通
り
、
国
立
競
技
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
群
馬
県
嬬
恋
村
の
中

学
生
が
初
め
て
オ
ー
プ
ン
参
加
し
ま
し
た
。

三
種
目
で
新
記
録
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 ▲ジャガイモの収穫（秋）

．疇i屯――
▲交流校の友達と協力して

ジャガイモの植えつけ（春）
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「
七
歳
ま
で
は
神
の
う
ち
」

こ
れ
は
日
本
古
来
の
幼
児
観
だ
。

「
神
の
子
」
で
あ
る
幼
児
期
は
伸
ぴ

伸
ぴ
過
ご
さ
せ
、
児
童
期
を
迎
え

し
つ
け

る
と
一
転
、
厳
格
な
躾
を
し
た
。

織
田
信
長
に
信
頼
さ
れ
た
宣
教
師
・

フ
ロ

イ
ス
は

「
日
本
の
子
供
は
十
歳
に
し
て
使

者
に
立
つ
」

こ
と
に
目
を
見
張
り
、
折
り

た

ち

い

ふ

る

2ぃ

目
正
し
い
立
居
振
舞
を
絶
賛
し
て
い
る
。

西
欧
で
は
子
供
は

「小
さ
な
猛
獣
」
だ。

だ
か
ら
幼
少
時
の
躾
は
厳
し
い
。
聖
書
も

む
ち

「
鞭
を
加
え
ざ
る
者
は
、
子
を
憎
む
な
り
」

と
体
罰
を
容
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
自
主

性

・
自
律
性
の
伸
長
に
伴
い
、
規
制
を
緩

め
て
子
供
の
自
由
の
幅
を
広
げ
て
い
く
。

「規
律
と
自
由
の
パ
ラ
ン
ス
」
は
、
子
供
の

発
達
段
階
に
応
じ
て
身
に
付
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
厳
父
慈
母
」
と
い
う
古
語
を
思

い
出
し
た
。
厳
父
は
優
劣

・
善
悪
の
け
じ

め
を
明
確
に
し
て
「権
威

・
秩
序
の
感
覚
」

を
培
う
存
在
、
慈
母
は
優
し
さ

・
暖
か
さ

を
基
調
に
し
て
「愛
情

・
信
頼
の
感
覚
」
の

源
泉
と
な
る
存
在
、
と
抑
え
て
お
く
。

出
来
が
悪
け
れ
ば
、
弁
解
無
用
、
や
り

直
し
を
命
じ
る
の
が
厳
父
。
子
供
の
言
い

分
に
耳
を
傾
け
、
慰
め
励
ま
し
気
力
の
回

復
を
待
つ
の
が
慈
母
。
子
供
を
谷
底
へ
蹴

ョ

く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
母
親
も
、
成
績
に

一
喜
一
憂
す
る
テ
ス
ト
・

マ
マ
、
先
回
り

し
て
邪
魔
物
を
取
り
除
く
過
保
護
マ
マ
、

育
児

・
教
育
を
外
部
委
託
す
る
お
任
せ
マ

マ
．．
 
等
が
目
立
つ
。
厳
父
の
役
目
を
果
た

し
て
い
る
母
親
は
少
数
派
だ
ろ
う
。

（こ
こ
で
は
慈
母
に
は
触
れ
な
い
）

厳父の出番です

横 山 安
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が

人

と

う

し

し

落
と
す
「巌
頭
の
獅
子
」
、
迷
え
る
子
羊
に

「
頬
擦
り
す
る
羊
飼
い
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
。

男
女
の
役
割
固
定
で
は
な
い
。
厳
母
慈

父
で
も
一
人
二
役
で
も
構
わ
な
い
。
要
は

厳
父

・
慈
母
の
＾
存
在
〉
が
、
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

最
近
は
父
親
の
影
が
薄
く
な
っ
た
。
強

よ
こ
や
ま
や
す
ひ
ろ

千

代

田

区

教

育

委

員

前
区
立
小
学
校
長

・
園
長

想随

き
よ
う
い
く

厳
父
が
い
な
く
な
れ
ば

「
け
じ
め
」
が

あ
い
ま
い
に
な
る
。
一

例
は
企
業
の
新
入

社
員
研
條
、
実
務
よ
り
マ
ナ
ー
が
先
だ
。

大
学
卒
業
者
に
お
辞
儀
の
仕
方
を
教
え
る

こ
っ
す
ヽ

と
い
う
滑
稽
な
光
景
が
、
珍
し
く
な
く
な

っ
た
。
ま
た
、
入
社
一

・
ニ
ヵ
月
後
、
新

し
い
環
境
へ
の
適
応
不
安
か
ら
パ
ニ
ッ
ク

状
態
に
陥
る
新
入
社
員
も
増
え
た
。
い
わ

ゆ
る

「五
月
病
」
で
あ
る
。

強
制
さ
れ
る
、
叱
ら
れ
る
、
罰
せ
ら
れ

る
1

、
そ
ん
な
経
験
が
乏
し
い
若
者
が
、

突
如
、
身
勝
手
な
顧
客
、
頑
固
な
上
司
、

虫
の
好
か
な
い
同
僚
等
が
い
っ
ぱ
い
い
る

実
社
会
の
荒
波
に
揉
ま
れ
れ
ば
、
五
月
病

に
な
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

子
供
の
減
少
傾
向
が
続
く
。
子
供
は
文

ひ
と
つ
ぶ
だ
わ

字
通
り
一
粒
種
だ
か
ら
、
周
囲
の
大
人
が

ご
機
嫌
を
取
る
。
甘
い
子
育
て
が
青
少
年

に
ま
で
及
ん
で
き
た
。
甘
口
の
料
理
に
慣

か

ら

み

に

が

み

れ
れ
ば
辛
味
や
苦
味
を
知
ら
な
い
子
に
な

つ
ら

る
。
将
来
辛
い
思
い
を
す
る
の
は
子
供
だ
。

「
上
手
に
尻
を
叩
か
れ
た
者
は
、
尻
餅
を

つ
く
こ
と
が
な
い
」

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の

諺
は
、
辛
口
だ
が
栄
養
価
は
高
い
。

「”
か
け
は
し
“
の
届
く
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
」
、「
千
代
田
区
の
教
育
の

現
状
が
よ
く
わ
か
り
ま
す。
」
と
、
発
行
の

た
ぴ
ご
と
に
、
数
人
の
方
か
ら
お
便
り
や

お
電
話
を
い
た
だ
き
、
編
集
子
の
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
「
新
し
い
学
力
観
」
の
名
の
も
と

に
、
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き

る
人
間
の
育
成
を
目
指
し
て
、
教
育
改
革

が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す。

千
代
田
区
の
幼
稚
園

・
小
学
校

・
中
学

校
の
先
生
方
は
、
日
々
熱
心
に
教
育
内
容
・

方
法
の
工
夫
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
も
、
各
種
委
員
会

を
組
織
し
て
検
討
を
進
め
た
り
、
教
育
環

境
の
整
備
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

第
十
二
号
の

「
体
験
を
通
し
て
学
ぷ

p
a
r
t
.
I」
も
、
そ
の
一
面
を
お
伝

え
す
る
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・

ご
感
想

・
ご
要
望
を
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
広
報

r
か
け
は
し
L
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